


S U N W E L S
P D H O U S E

■ 食堂

パーキンソン病リハビリに
必要な３要素を取り入れた
プログラム
神経内科専門医監修によるリ
ハビリプログラムを最大週3
回提供できる体制を整えてい
ます。

�

P Dハウス つの特徴

順天堂大学坪井教授監修のPDノートを活用。
パーキンソン病のオン・オフ症状の把握、日々
の状態観察を診察時に正確な情報が提供でき
るよう取り組んでおります。

独自開発 PDノートの活用

3

神経内科専門の
医師による訪問診療
パーキンソン病では脳神経内科医師による専門的医療がとても
重要となります。ＰＤハウスでは全国に90名を超える神経内科医
師及び脳神経内科病院と連携しており、専門の医師が訪問診療を
行う事で入居後も安心して専門的治療を継続できる体制を整え
ております。

�

看取りまで対応
24時間の訪問看護体制
細かな症状の変化へ対応し、パーキンソン病の治療で大切なおく
すりの調整をサポートします。また、手厚い人員配置により、お看
取りまで対応させていただきます。

�

■ 居室■ 入浴室（機械浴）

※館内画像はPDハウス岸部のものです。

PDハウスはパーキンソン病に 特化した
新しい形の介護施設です。

個
別性

継
続性

主
体性

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が専門医監修の症状別
プログラムを参考に、お身体の状態に合わせ最適なリハビリ
プログラムを最大週3回提供できる体制を整えております。
※リハビリの回数は本人様の状態に応じて実施いたします。

※この他にも季節ごとのイベントが月1回程度ございます。
※ご本人様のお身体の状況に応じ変更になる場合もございます。

パーキンソン病に必要な運動要素を取り入れた独自動画を
使用し、リハビリスタッフ指導の下実施致します。他の利用
者と雰囲気を共有し、楽しみながら行うことで運動の効果
をより高めることができます。
※11:00、16:00は口腔嚥下体操含む

�日の過ごし方 ※スケジュールは一例です
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起床
朝食
個別リハビリ
訪問看護
集団リハビリ
昼食

午前の部 午後の部
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サークル活動
集団リハビリ
入浴
ティータイム
集団リハビリ
夕食
フリータイム
就寝
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個別
リハビリ
(30分)

集団
リハビリ
(30分)

複数のサークルからご自身で好きな活動を選んでいただく
ことで楽しみややりがいを見いだし、充実した生活を送っ
ていただけます。また、生活目標にも繋がり、楽しくリハビ
リ継続ができている方も多くいらっしゃいます。

サークル
活動
(60分)
週1～2回

運営顧問・共同研究

順天堂大学 服部 信孝教授
全国パーキンソン病友の会顧問

運営顧問・運営連携

日本を代表する
医療機関との連携・研究 

松本 禎之院長 

順天堂大学 坪井 義夫教授
福岡県パーキンソン病友の会顧問

脳神経ホームクリニック

共同研究

髙橋 牧郎教授
関西医科大学

運営顧問

髙橋 良輔教授
京都大学

最大週3回
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